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2016 年に故安倍晋三首相がケニアで「自由

で開かれたインド太平洋構想（FOIP）」を発表

し，その後米国，豪州，インド，ASEANが相

次いでインド太平洋構想を発表した。2020 年

から，フランスやドイツなど欧州主要国もイン

ド太平洋戦略を発表し，世界の主要国がインド

太平洋への関与を明らかにしている。

その理由は，経済面ではインド太平洋地域が

世界経済の中心となりつつあり，世界のエネル

ギーの 3 分の 2 が輸送される最も重要なシー

レーンが通っていることだ。安全保障面では海

のシルクロードといわれる「一路」構想により

中国が経済的影響力を強め，真珠の首飾りとい

われる海洋進出を進めているからである。

インド太平洋戦略は中国の台頭と脅威に対す

る地政学的な対応戦略である。本書はインド太

平洋戦略を大国間競争の地政学という視点でと

らえ，多様な実態を包括的に論じている。

本書は 4部構成である。第Ⅰ部「地政学的文

脈」の第 1章「インド太平洋の誕生」で「イン

ド太平洋の概観を説明し，第 2章「地政学が導

く大戦略」で地政学の理論を通じてインド太平

洋の戦略的景観を分析している。第Ⅱ部「基軸

としての日米豪印」では，第 3 章「日本」，第

4 章「アメリカ」，第 5 章「オーストラリア」，

第 6章「インド」でQuad を形成しインド太平

洋戦略の中核となる 4か国のインド太平洋戦略

を分析している。第Ⅲ部「震源としての東アジ

ア─中国の覇権主義とその余波」では，第 7章

「中国」で米国が最大の競争相手と位置付ける

中国の外交政策の転換を考察し，第 8 章

「ASEAN」では，米中対立の狭間で ASEAN

がいかに対処しているかを論じている。

第Ⅳ部「競争の最前線─現れる影響力とパ

ワー」では，第 9章「二つの大洋の小島嶼国」

は中国が接近しているインド太平洋の小島嶼国

の現状を分析し，第 10 章「EU」はインド太平

洋へのアプローチを開始した EUの独立した外

交政策の追求を考察している。第 11 章「湾岸

諸国」はペルシャ湾岸のアラブ諸国の米中対立

から生まれた地政学的現実への対応を，第 12

章「東アフリカ」は東アフリカ諸国での中国の

影響力とパワーの推移を分析している。日本語

版のために書かれた補章「大国間競争の地政

学」は 2022 年 5月までの時期を中心に主要国

の動向と戦略的競争を考察している。

本書には，遺稿となってしまった安倍晋三元

総理の日本語版へのメッセージが掲載されてい

る。また，インド太平洋戦略のルーツとなった

安倍元総理の 2007 年のインド国会での歴史的

演説「二つの海の交わり」が収められている点

でも意義深い。日本にとっても極めて重要なイ

ンド太平洋戦略を理解するための必読書として

本書を強く推奨したい。

（いしかわ こういち）
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